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　トノ サ マ ガ エ ル の 雄 は 生後 2 年 目の 初夏 に 精子形

成を開始し，や がて 指 ダ コ や鳴嚢な ど の 第 2 次性徴

が発達し て く る 。
こ の 過程を脳下垂体 との 関連性を

考 え ，組織学的 ， 電顕的 に 観察した 。 冬眠 あ げ の 5

月 の 初 め の 精巣 は 第 1次精原細胞が大部分を占め ．

間質細胞 は線維芽細胞 に 類似 し て い る 。脳 下垂体前

葉の B2　cell （生殖腺刺激 ホ ル モ ソ 分泌細胞）は 小

さ く様 々 な大きさ の 分泌 顆粒 が存在し， rER ，ゴ ル

ジ 装置の 発達は悪い 。 5 月半ば の 脳下垂体前葉 の B

2　cell は 大 ぎくな り数 も増す。 また，　 cytoplasm 且c

matrix ， 細胞 全 体 （核 十 ゴ ル ジ 装置十 rER 十 ミ ト

コ ソ ド リア ） に 対する 分泌顆粒密度が低下 す る が

100nm 前後の 分泌 顆粒 の 割 合は 増加 し．4QO〜500

nm の分泌顆粒は 減少す る 。 ま た，　 rER の 割合 が

増加 し タ ン パ ク質 合 成機能 が 活発な こ とを示 し て い

る 。 この 時期 の 精巣 で は ， 第2 精原細胞が増加す る

が，3β一HSD （AS一ス テ ロ イ ドー3β
一一
水酸基 。脱水素酵

素）活性は 検出 さ れず，間質細胞 の 構造 に も変化は

ない 。 6月初 め の B2　cell で は 新生 され た小型の 分

泌 顆粒 が 増加 す る が，こ の 分泌顆粒 は 精巣 で第 1次

精母細胞が 増加す る 6月半ば に す ぐ減少し．ま た 7

月初 め に 再 び 増加す る 。 6 月の 精巣間質細胞 に は管

状 の ク リ ス テ を有す る長径 4μm に 達す る 巨大 な ミ

　ト ＝ ン ド リア が 存在す る 。 8 月末 か ら 10 月初 め の

B2 　cell で は rER と ゴ ル ジ 装置 が発達 し小型の 分泌

顆粒が減少す る 。
3β一HSD 活性 は 8 月末 の 精巣問 質

細胞 に 検出 され るが，小胞状 の ， sER ， 管状の ク リ

ス テ を有す る ミ ト コ ン ド リ ア ．脂肪滴 な ど の ス テ ロ

イ ド産生細胞tc特徴的な構造の 発達 が 認 め ら れ る の

　は 10月初 め で あ る。

コ モ リガエ ル の 生殖 とそ の 内分泌学的考察

岩沢久彰 （新潟大 ・理 ・生物）

579

Reproduction　of 　the　Surinam　toad，　Pipa 　p
’ipa

，

a 臓dsome 　 considerations 　from　 the　 end   r血o！o・

gical　standpo 亅nt　of 　 view

HISAAKI 　 IWASAWA

　コ モ リ ガ エ ル の 精巣 は 淡黄色球状で，重さは 体長

178rnm ， 体重2679 の 個体で は 左 ユ72mg ．右 168mg

で ，活発な精子形成像 が み られ た。卵巣 に は 3段階

の サ イ ズ の 卵 が あ り，熱卵は 約 5mm 直径 で 淡 ク リ

ーム 色．植物半球 は 雲状 の 淡黒色を 示す e24 ℃飼育

で 3 匹 の 雌が 1月． 8 月， 9 月 に それぞれ283，73．

167卵を うん だ 。 従来 の 報告 と合 わ せ て．飼育中の

産卵は 冬 か ら春 に か け て と．夏か ら秋 に か け て の 時

期に 集中して い る 。 産卵は 1 日以 上 の 抱接の 後に お

こ り，回転ご とに 数個ずつ 産出され る卵は．雌 の 背

皮 に 肛門に 近 い 方 か ら頭方に 向け て 順 に 付着 し て い

く。抱接 ・産卵 の 過程 で雌の背皮は 次第に 脹 らん で

くる 。 卵 は 2 日 く らい で 皮膚 に 埋没し，育房 が 形成

され る。未受精卵の 大部分 は数日以内に 育房 か ら脱

落す る 。
23℃ の 淡 水 中で は 受精卵は 1 日で 胞胚 期 に

達 し， 2 日で 発生 が 止 ま る。60余 日齢 で 育房 か ら出

た変態前 の 幼体 の 淡水 中で の 生存 は 困難 で ある。

　 ウ シ ガ エ ル の 脳下垂体前葉投 与で 雄 は よ く鳴き，

繰返 し抱接 を試み ，雌 は一時的に 抱接を 許すが ，や

が て 拒否 し，連続的 に 脳下垂体 を投与し て もこ の 状

態 は変わ らな か っ た 。
こ の 処 理 で 雌 は 抱接な し に 少

数 の 卵 を うみ ，ま た
一

時的 に 約 20％ の 体重増加がみ

られ た 。
エ ス ト ラ ジ オ ール の o、Olmg ／日、3 回 投与

で雌 の 背皮に 産卵時 とは 異 な る若干 の 変化 が お こ っ

た が 抱接は み られ な か っ た。雄 は テ ス トス テ ロ ン 2

mg を 投与す る と ， きわ め て よ く鳴 い た が．対照 と

比べ て 特に 抱接 を試 み るこ とは な か っ た 。 自然 ， 人

為的 い つ れ の 場 合に も，雌 の 背皮が平常 に戻 る時 に

体を 他物 瞠擦 る 異常な行動 が み られ た 。 以 上 の 結果

に つ い て 若干 の 比較 内分 泌 学 的考察を 行 な っ た。
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